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みずほフィナンシャルグループ（東１ 8411）は、同社傘下のみずほ銀行とみずほコーポレート銀行の合併を発表した。
11月14日付で基本合意書の締結を行い、合併効力の発生は2013年上期を予定。なお新銀行の名称は「みずほ銀行」となる予定。

無料無料無料無料レポートレポートレポートレポートのののの登録登録登録登録はこちらはこちらはこちらはこちら！！！！
http://esnet.sslserve.jp/es/mailmagazine/

11月16日
（水）

マネックスグループ（東１ 8698）は、米国のＦＸ事業会社であるＩＢＦＸホールディングス（非上場）の買収を発表した。
買収金額は最大 17 百万米ドル。

本買収により、マネックスグループが営むＦＸ事業のグローバル化・収益拡大を図る。

三菱商事系の食肉加工大手の米久（東１ 2290）は、冷凍加工品の製造・販売を営む株式会社大龍（非上場）の事業を譲り受けることを発表し
た。

大龍は中華系冷凍加工品を取り扱っており、業界内での評価は高い。米久は大龍ブランドを引き継ぐことにより、デリカ商品の強化を図る。

眼鏡小売のメガネスーパー（ＪＱ 3318）は、アドバンテッジパートナーズが運営する投資ファンドによる増資（劣後株式）および新株予約権
付ローンの実施を発表した。資金調達額は約20億円。

メガネスーパーは近年連続して営業赤字を計上。銀行団がリスケジュールに応じる中、経営再建が喫緊の課題であった。今後アドバンテッジ
パートナーズが有する経営ノウハウで再建を図る。

なお、劣後株式および新株予約権の希薄化率は298％となり、今年12月に臨時株主総会を開催・決議を経る予定。

11月18日
（金）

月額月額月額月額２２２２万円万円万円万円でででで経理経理経理経理・・・・経営企画経営企画経営企画経営企画・・・・財務研修財務研修財務研修財務研修がががが
受受受受けけけけ放題放題放題放題

http://www.esnet.co.jp/esr/

11月15日
（火）

東京・埼玉を中心に注文住宅事業を展開する桧家ホールディングス（名証２ 1413）は、同業の三栄ハウス株式会社（非上場）および株式会社
池田住販（非上場）の買収を発表した。

三栄ハウスは神奈川、池田住販は千葉をそれぞれ地盤としており、本買収により桧家ホールディングスは商圏拡大を狙う。なお買収金額は非公
表。


